
令和 3 年度技術研究会・総合技術研究会運営協議会議事録 

 

日時：令和 4 年 3 月 10 日（木） 16：00～17：05 

開催方法：Zoom によるオンライン 

議長：林浩己（核融合科学研究所） 

書記：横田光弘（核融合科学研究所） 

出席者（以下順不同、敬称略）： 

（京都大）高橋秀典、境 慎二郎、小西 剛 

（分子研）繁政英治、岩橋建輔 

（東北大）猪狩圭幸、伊東久美子 

（KEK）山野井 豊、橋本義徳、小菅 隆 

（千葉大）荷堂 剛、関根 雅 

（国立天文台）藤井泰範、鈴井光一 

（徳島大）河村 勝 

（東京大）谷田貝 悦男、栄 慎也、堀 吉満 

（名工大）安形保則、若松慎三 

（電通大）高田 亨 

（北海道大）大久保 賢二、佐藤治幸、熊木康裕 

（鳥取大）安藤敬子 

（静岡大）水野武志、平田 寿 

（鹿児島大）中村喜寛、中村達哉 

（名古屋大）藤原 冨三治、澤木弘二 

（大阪大）大西政義、谷口一也 

（九州大）高尾隆之、村上幸治 

（基生研）三輪朋樹、田中幸子 

（生理研）大河原 浩 

（筑波大）小林浩三、佐々木絢子 

（徳島大）片岡由樹 

（核融合研）小林策治、林 浩己、小渕 隆、横田光弘 

 

議事： 

１．技術研究会運営協議会出席者の確認（核融合研：林） 

「資料 1」に従い、出席者の確認が行われた。 

 

２．総合技術研究会 2021 東北大学開催報告（東北大：猪狩委員） 

「資料 2」に従い、総合技術研究会 2021 東北大学開催報告が行われた。 



参加者総数：1,114 名は当日の参加申込者を含んだ人数との補足説明があり、これを正式

に参加人数とするとの報告がなされた。 

  Q：出版物はあったのでしょうか？(KEK：橋本委員) 

  A：出版物の発行はありません。ダウンロードできるものが全てです。 

（東北大：伊藤委員） 

 

３．令和 3 年度核融合科学研究所技術研究会開催中間報告（核融合研：小渕委員） 

3 月 10 日の時点で登録者数 294 名、研究会 1 日目は約 200 名に参加頂いた。発表件数 35

件、オンライン見学会 126 名（事前登録者）を予定しているとの報告がなされた。 

 

４．次年度以降の開催機関の日程等確認（核融合研：林委員） 

「資料 3」に従い、次年度以降の開催機関の日程説明が行われた。ここで筑波大学の小林

浩三委員より、学長・副学長懇談会の席で筑波大学として 2024 年度の総合技術研究会の誘

致を了承された旨の報告がなされた。また KEK からのバックアップも行っていただけるこ

とも併せて報告がなされた。この報告を受けて運営協議会として 2024 年総合技術研究会は

筑波大学で開催することで了承された。 

2024 年度以降の技術研究会開催予定については以下の通り。 

  2024 年度 総合技術研究会 筑波大学  

  2025 年度 技術研究会  核融合研 

  2026 年度 総合技術研究会 未定 

  2027 年度 技術研究会  分子研 

 

５．今後の技術研究会・総合技術研究会開催準備状況報告について 

2022 年度 

・技術研究会 （分子研：岩橋委員） 

分子研主催の技術研究会を下記期間及び分野においてオンライン形式で開催予定である

ことの説明がなされた。 

開催期間：2023 年 3 月 9 日－10 日 

分野：装置運用、計測・制御、極低温、工作技術、情報・ネットワーク 

・生物学技術研究会・生理学技術研究会 （生理研：大河原委員） 

基生研、生理研主催による生物学技術研究会・生理学技術研究会を下記期間及び分野にお

いて合同開催予定であること。開催形式は未定であることの説明がなされた。2022 年 2 月

17 日－18 日にこれらの技術研究会を合同でオンライン（170 名参加）開催し、問題なく実

施できたことの紹介がなされた。 

開催期間：2023 年 2 月 16 日－17 日 

分野：生物・生命科学、林学、水産学 



2023 年度 

・技術研究会 （KEK 山野井委員） 

KEK 主催の技術研究会は、開会式で開催案内を行った通りとの説明がなされた。 

 開催期間：2024 年 3 月 7 日－8 日 

 

６．令和 3 年度中に開催した臨時運営協議会中間報告（京都大：高橋委員） 

 「資料 4」に従い、臨時運営協議会の説明が行われた。2024 年度については、筑波大学の

開催が決まったが、それ以降の総合技術研究会開催機関の決め方について等、引き続き臨時

運営協議会で議論する運びとなった。次回の臨時運営協議会は、大阪大学が担当することを

確認した。 

山野井委員より、KEK 理事から運営協議会自体が表から見えない会議になっているとの

指摘があった。対策を今後の議論に挙げて欲しいとのコメントがあった。また都心部を除く

関東甲信越 14 大学の懇談会用メーリングリストを作成した。今後打ち合わせや相談等に利

用したいと思っている旨の報告があった。その他、全国の技術職員へ運営協議会議事録の配

布方法や文科省へのアピールの方法についても検討を行った方がいいとのコメントがあっ

た。 

 

７．技術研究会・総合技術研究会「運営協議会設置要項」の改定（核融合研：林委員） 

  技術研究会・総合技術研究会「開催指針」の改定 

「資料 5」「資料 6」に従い、技術研究会・総合技術研究会運営協議会設置要項改定の説明

があり承認された。本資料が最終版であることを明記し、議事録と共に配布する。技術研究

会報告書の公開方法についても今後の運営協議会で検討することになった。 

 

８．その他 

 今年度末に定年を迎える核融合研：小林策治委員、KEK：山野井豊委員から挨拶があった。 

 

運営協議会配布資料 
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